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参加申込
第 15 回日本視野画像学会学術集会への参加には、参加登録が必要です。

2026 年 4月 13 日 ( 月 ) まで、早期割引を実施しております。

CHAIRPERSON

SPEAKER 01

SPEAKER 02

緑内障治療の成功には、精密な「データ解析」と「ア

ドヒアランス向上」の両立が不可欠です。

本セミナーでは、谷戸先生には、『BeeFiles』のMDチ

ャート表示に新たに加速度表示を加え、新しいMD

スロープによる視野進行判定の可能性についてご

講演いただきます。

伊藤先生には、診察室では見えない「点眼実態」を

可視化するアプリ『MediFiles』についてご講演いた

だきます。監視ではなく見守りによる点眼指導の実

際や、開発中の視野データ共有機能についても触れ

ていただきます。 

データ解析とアプリが拓く、納得の緑内障診療
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